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障害者支援用 パソコン(PC)に つ いて

社会学部 今泉 重夫

1.は じめ に

本学 で は、 各種 の障害 を持 った学 生 が、 別表 の通 り、 毎年一 定 の割 合 で入学 し、 大学 生

活 を送 って い る。

*各 種障害者*

◎平成15年 度

学 生 名 手 帳 障害種類 種 類 症 状

A 有 視 覚 障 害 3級 高度近 視R(0.03)L(0.03)

B 有 心 川蔵1丙

一一

1級 運動は出来ない

c 有 肢 体 不 自 由 5級 運動に制限あり

D 有 機能運動障害

一一

3級

1'` 有 肢 体 不 自 由 3級

一

運動に制限あり

F 有 視 覚 障 害 1級 両眼視力0

注)そ の他、特別配慮を必要とする学生24名

◎平成14年 度

学 生 名 手1帳 障害種類 種 類 llll状

A 有 視 覚 障 害 3級 高度近 視R(0.03)L(0.03)

B 有 聴 覚 障 害 6級 難聴R(75db)L(76.2db)

c 有 心月蔵機能障害 1級 運動 は出来なし、
一

D 有 聴 覚 障 害 2級 難聴R(100db)L(101db)

L` 有 視 覚 障 害 2級 視覚 障害R(0)L(0.04)

1, 有 肢 体 不 「1由 3級 歩行困難
一一

G 有 肢 体 不 自 由 3級 運動機能障害
一一

H で∫ 視 覚 障 害 1級 視 ノJR,Lと も に0

7f.)その他、特別配慮を必要とする学生15名

これ ら学 生 を支援 す るた めに、 ハ ー ド面 で は、種 々の配慮 を して来 た。 近年 、情 報処 理

技 術 の進展 と共 に、 各種 障害者 支援 方 法 は、 ハ ー ド面 のみ な らず ソフ ト面 で も、格 段 の進
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歩 を して い る。4～5年 前 よ り、 各種障 害者(特 に、 視覚 障害者 は、 入力 方法 が限 られて

い るので、格 別 な配慮 を必 要 とす る)を 支援 す るパ ー ソナ ル ・コ ンピュー タ(PC)を 中

心 に情報 関連 機材 の整備 を して きた。 学 生、 教職 員 の ボ ラ ンテ ィア意識 も高 ま り、 その利

用 は、年 々増 え て来 て い る。 現 在 、(カ ラー)拡 大読 書 器 、(視 覚)障 害 者 支援 パ ソ コ ン

(PC)、 障害 者 向 け コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クな どを整 備 して、 各種 の障害 を持 った学

生 の利 用 に供 して い る。 ま た、 ハ ー ド面 で も構 内 に点 字 ブ ロ ックを新 た に配 買 した。

情報 機 材 の 発達 とその ソ フ トウ ェアの進 展 と共 に、1卜D障 害者 との問 が シーム レスに

な りっっ あ ると は言 え、[々 の機材 の整 備、 システ ムのバ ックア ップ、 バ ー ジ ョンア ップ

な ど[常 的 な メ ンテナ ンスが 人 切で あ る。 これ を怠 れ ば、 利 用価 値が な くな る。 その ため

には、専 門知 識、 技術 が必 要 で、 誰で もが、 これ らの支援 を行 え る ことが人 切 で あ るが、

現 在、 この様 な環 境 が整備 されて い ない。 これ らを支 援 す る システム作 りが大切 で あ る。

障害者 を システ マテ ィ ックに支援 して ゆ くに は、 ハ ー ド、 ソ フ ト両面 にわ た り、 日頃 か

ら改善 してゆ く必 要 が あ る。 そ のた めに は、 専任 担 当者 の配 置、適 切 に機 材 を管 理 ・整備

して行 くことが大 切 で あ る。 ま た、 教 員、学 生 と もに障害 者 を支援 して行 く意識 改yが 必

要 で、 支援 ボ ラ ンテ ィアの育成 も急 務 で あ る。

本稿 で は、 これ まで の支援 用情報 機材 の整 備状 況 、利 用法 、簡単 な メ ンテナ ンスな どを

述 べ て、少 しで も障害 を有す る者 の良 きパ ー トナ ー とな るため に参 考 にな る}.{丙 を纏 めた

もので あ る。

2.各 論

2-1(カ ラー)拡 大読 書器

弱視 者、 視力 の低下者 、 高齢 者 な どあ る程 度視 力が残 って い る場 合 は、拡 人読 書器(図

1)を 利用 す ると本、 資料 な どの文 字情 報 が読 みや す くな る。 ま た、 倍率 も連続 可変 で、

好 み に合 わせ られ る。 ただ し、 あ ま り倍率 を あげ る と・∫読範 囲が 狭 くな り、か え って見 に

くくな る。 注意点 は、 健常 者 に は、 カ ラー表示 が普通 で あ るが、極 端 に視 力が低 下 す る と

カ ラー表 示 よ り、 モ ノ ク ロ表 示 の方 が読 み や す くな る。(コ ン トラ ス トを"反 転 白黒IIにス

イ ッチで切 り替 え る)最 初 は、 自分 に適 した設定 を見っ ける ため、試 行錯誤 で いろい ろ試

して み る必要 が あ る。

本器 の主 な特 徴 は、

・オ ー トフ ォーカ ス機構 によ り ピン ト合 わせ が容 易。

・操 作部 の文字 や配 列 が、使 いやす く設 計 されて い る。

・1/3イ ンチ41万 画 素 カ ラーCCDカ メ ラとデ ィ ジタル ・シグ ナル ・プ ロセ ッサ ー

(DSP)搭 載 で 明 る く、 見や す い。

・電動 ズーム機 構 によ り最 大倍率21倍 まで拡 大で きる。
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ζンクラー一ノ 鉱>t該 彦謬器

21イ ンチCRT

(SonyKV-21MF1)

拡 大 読 書 器

(ELMUMG-21)

・カ ラー/白 黒 画面 の切替 え、 白黒 反転 切 替機 構、 白黒 の淡 い文 字 も強調 で き る機 構 な

ど多機 能 で、 そ の利 用 目的 によ り選択 で き る。

・筆記 が容 易 にで きる空 間が確 保 され て い る。

・A3サ イ ズ資料 まで対応 したX-Y可 動 テー ブルが 附属 して い る。

な どで、 随所 に工 夫 が施 され て いて、使 いやす い。

2-2障 害者 支援 用パ ソ コン(PC)シ ステム

教 育 や教 材作 成 な どを行 う教員 、 ボ ラ ンテ ィア には、 支援 用 に特 別 な教材 、 ソフ トウ ェ

アを使 用 す るので はな く、 日常 的 に使 用 して い るハ ー ド、 ソ フ トを利 用 で きる ことが好 ま

し く、 また、蓄 積 した資源 も活用 出来 る ことが望 ま しい。 障害者 に と って は、新 しい機材

を導入 で きる と共 に、常 に利 用環境 の整備 が望 まれ る。 日頃 の メ ンテナ ンス、 ソフ トウ ェ

アのバ ー ジ ョ ンア ップ もサ ポ ー トされ る ことが重要 とな る。 これ らを満 たす パ ソコ ンは、

機 能 が高 く、 イ ンター フェー ス類 も豊 富 に附属 して いて、故 障 の無 い ことが必 要 で あ る。

これ らの各 項 目を比較 的 に良 く満 た し、実 績、 サ ポー トな ど完備 して い るIBM社 製 のNet

vistaA40に 点 字 プ リンター、 点字 デ ィスプ レーを接 続 した。 具 体 的 な システ ム図 を図

2に 示 す。 このPCの 主 メモ リーの容 量 は、65MB,附 属 す るハ ー ドデ ィス ク(HD)の 容

量 は、15GBで 、基 本 ソ フ トウ ェア(OS)と して、Windows9811nd.Ed.が 搭載 して あ る。
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22イ ンチCRT

(M置TSUB蓋S田RDF225)

点字デ ィスプレー
(KGSCorporation,

BrailleNoteBN46x)

ス キ ャ ナ0

(EPSONGT82000)

IBMNetVista

(Windows98

レ0ザ0プ リ ン タ ー

(EPSONLP-900)

;:::,,
5
;Y!R
iCysi4

点 字 プ リ ン タ ー

(NewBraillePRINTER,ESA721)

その他、 通常使 用 され る ソフ トウ ェア も一 通 り、 イ ンス トール して あ る。

特 に、 障害者 向 き と して、

*ProTAKER97

*Extra

*BrailleforWin

*BraillePrinterDriver

*MMメ ー ル

*読 んde!!コ コ

(CRT)画 面 を読 み上 げ る ソフ ト

(CRT)画 面 を任意 に拡 大 す る ソ フ ト

点字 デ ィスプ レーを駆 動 す るソ フ ト

墨字 を点 字 に変換 す る ソフ ト

視 覚 障害者 向 きの電 子 メール ソフ ト(メ ー ラー)

ス キ ャナーで読 ん だ情報(イ メ ー ジ情 報)を 文 字情 報

(テ キス ト)に 変 換 す る ソフ ト

な ど、 イ ンス トール して あ る。 ただ し、 利 用 に際 して は、 メ ニ ュー形 式 を採 用 せず、 実情

に応 じて、 それぞれ選 べ るよ うにな ってい る。 この方 が、 きめ細 か く操 作が可能 とな るが、

利 用者 には、敷居 が高 い様 で、 今後 の検 討課 題 で あ る。

全 体 の様 子 は、 写 真1に 示 した。 手 前 の(CRT)デ ィスプ レー(電 源 が切 って あ る)

は、 読 書拡 大 器 の もので あ り、 中央 部 に支援 用PCのWindows初 期 画面 が表 示 されて い

る(拡 大 した もの が写真2)。 奥 の方 の下部 に は、 点 字 プ リンター(写 真3)が 、上 部 に
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」

ぞ 膓勢'、 欄 」瀞

焦劇 驚幽 灘

裁息 蕉蕊

幾 蓄・ 拶
ゑま ぬ ま

ミ琴慧蕪難麹li瓢

写真1

写真3

噛

竃
劃

撃

写真4

は点 字 デ ィスプ レー(写 真4)が 、写 って い る。

基 本 ソ フ トウェ アのWindows9811nd.Ed.も 古 くな り、 メー カ ーか らの支援 も得 られ

な くな った。 また、 その応 用 ソフ トウ ェア もバ ー ジ ョンア ップ され た り、最 新 バ ー ジ ョン

対応 で、 そ の保 守 が極 めて難 し くな って来 た。 起動 時 また は再起 動 時 に動作 が不 安定 にな

り、 最 近 は、 支援 に支 障 を来 た して い る。 本年 度 予算 で、PCを 更 新 す る と共 に、 附 属 ソ

フ トウ ェア も0新 す る予 定 に な って い る。 出来 るだ け早 期 に更新 、 設定 し、 教育 に支 障 な

いよ うに導 入 したい。次 に、 代表 的 な利用 例 を挙 げてお く。

2-2-1墨 字 → 点字 に変 換す る

(教材)文 書 をキ ー入 力 で作成 、 ま た は事前 に作 成 した文書(テ キ ス ト形 式)の 通常 形

式 文書 を墨 字 とい い、 これ を点字 出力 にす る方 法 を述 べ る。 まず 、Windowsの 初 期 画面

で、 文字 入力 モ ー ド(エ デ ィター モー ド)に す る必 要 が あ る。

〔ス ター ト〕 → 〔プ ログ ラム〕 → 〔ア クセサ リ0〕 → 〔メモ帳〕

と して、 メモ帳 に文 書 を書 くことにす る。 この ま まで は、 文字 入力 で きないの で、画面 の
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最 下 部 の タス クバ ー にK(KTOSf・rWind・wsの 略)を 右 ク リ ック して 、 ミニ メ ニ ュ ー

を出 し、 この うち、 ア ポ ロキ ー 圃 を アポ ロキ ー[互 羽 に左 ク リック して 、変換 す る。

その後 で、文 書 入力 また は フ ァイルか ら文 書 を読 み込 む。 例 えば、

奈 良 大学 社会学 部

これ は、試験 プ リン トです。

を点 字 に変換 す るには、

〔フ ァイ ル〕→ 〔印刷(P)〕 に して、 印刷 ミニ メニ ュー画而 の中で

プ リ ン タ ー 名(N):EXTRABraillePr°interDriver

を選 択(ま た は確認)し 、 〔OK〕 を ク リックす れ ば、 その 文章 を点 字 情 報 に変 換 し、 点

字 プ リンターよ り出力 され る。 ただ し、点字 は、漢字 を含 まな い平文 とな るので、 多量 の

出力 とな るので要注 意で あ る。

2-2-2点 字 デ ィスプ レー を使 う

点 字 プ リンターに よ る出力 方法 は、 時 間が掛 か り、 大量 の硬質 用紙 を使 うので、 リアル

タイムでの学 習、 ハ ー ドコ ピーを必要 と しない 出力 な どに は、点 字 デ ィスプ レー(写 真4

参照。KGS社 製 、BrailleNoteBN46x型)を 利用す ると何 か と都 合が良 い。 イ ンターフェー

スは、RS-232Cを 使用 して い るので、 レス ポ ンスはあ ま り早 くな いが、通 常使 用 に は、 問

題 は無 い。写貞4のL部 は、障害者 利川 の点 字 キー ボー ドで、 一ド部 には、点字 表示部 とな っ

てい る。点字 の表示速 度 も駆動 ソフ トウェアで調節 で き る。 詳細 な使 用方 法 は、電子 マ ニュ

ア ルが、"通 常 表示"、"点 字 表示"の2通 りで提 供 されて い るので、 使用 時 に は、一 読

す る ことを勧 め る。

2-2-3資 料(ま た は文書)→ 点 字 に変換 す る(ス キ ャナ ー利 用)

印刷 また は清書 され た資料(ま た は文書)を 再 入 力す るので はな く、 これ を直接読 み込

んで点字 に変換 した い時、 まず 、資料 を スキ ャナ ー(Epson,GT-8200U)で 読 み(イ メー

ジ情報)、 これ を文 字情 報 に変 換(テ キ ス ト形式)し 、 さ らに、 点字 情 報 に変 換 し、 これ

を点字 プ リンターに出力 すれ ば良 い。留 意点 は、 何度 も変換 す るので 、 その都度 、点 検 し

て、正 確 を期す る ことが人 切で あ る。変 換 精度 は、98～99%と 微妙 なの で、神経 を使 う作

業 とな る。 当然 の こ とで あ るが、 図、 表、線 、 記 号(一 部 は利 用で き る もの もあ る)、 写

真 な どは変 換 で きな い。 また、点字 出力 は、 資料 の数 倍 の量 にな るので、 あま り人量 の資

料類 の点字 化 は要注 意 で あ る。 次 に、 具体 的 に使用 例 を示 す。
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③

④

[奈 良大学情報処理セ ンター年報No.15J

EpsonGT-8200Uユ ー ザ ズ ガ イ ド(電 子 マ ニ ュ ア ル)を 一 読 して お く

ス キ ャ ナ ー の 電 源 がONに な って い る事 を確 認 す る

〔ス タ ー ト〕 → 〔す べ て の フ○ロ グ ラ ム〕 → 〔読 んde!!コ コ〕 → 〔読 んde!!コ コ〕 →

〔パ ー ソ ナ ル メ ニ ュ ー〕 → 〔自動 実 行 〕

→ 〔AISmartScanパ ネ ル〕

→ 取 り込 み(S)を ク リ ック

→[取 り込み中 注)右 画而 に認識 ・変換 ・実行 した認識結果が表示される

必 要 に応 じて、 その 内容 を修iEす る

一 「1五 イーノレ保存

a場 合 によ り墨字 で 出力 して 、点検 修正 す る。

b修TEの 無 い場 合 は、2-21と 同様 で、 ただ ち に点字 に変換 して、点、

字 プ リン ターにて 出力 す る

実例

松戸武 彦、 高 田利武 編著

「変貌 す るア ジアの

社 会心理 」 ナ カニ シヤ

出版

2000年 発 行 のp123

を スキ ャナーで読 み込

み、 これを文字 情報 に

変換 す ると(認 識結果)

は、 図3お よ び4に よ

うに な る。 変 換 は、A

Iソ フ トに よ りか な り

向上 して い るが、線 、

図、特 殊記 号 な ど正 確

には変 換 で きな い こと

が分 か る。 ここには、

示 さなか ったが点 字 プ

リンター出力 す る と、

A4点 字用 紙 で8枚 使

う ことにな る。

123

⑧oo

憲 第5章 文化的自己観 と企業改革 ・
⑭㊥ ㊥ 従業員意識

L鰻 難 轟 齪 鶉 鉱 ・一　繍 繍 一 鋤 、一

(1)相 互 独 立 的 自 己観 と相 互 協 調 的 自 己観

本稿 の 目的 は,中 国 ・ベ トナムにお ける企業改 革 とそれ に伴 な う諸 問題 に関

す る従業 員 の意 識 に 及 ぼす 個 人の 自己認 識,就 中,文 化 的 自己 観(cultural

viewofself)の 影響 につ いて考察 す ることに ある。 自己認識,す なわち 自分

自身 を対象 視 した認 識内容 と人間の社会 的行動 との関連 を検討す る ことは,娩

近 の社会 心理 学 にお け るi1't問 題領 域 の1つ とな って い る。 と ころが,白 己

(self)の 概念 がJames(1892)に よって定式 化 され て以来,こ の概念 の背景

にあ る 「人間 とは何か」「個人 とは如何 な る存在 か」 などにつ いての考 え方 は,

Jamesも その一 員で あ る西欧文 化 におけ る社会的 現実 を暗黙 の前提 として き

た。 したが って,そ の点 を吟味す ることな く,非 西 欧文化 におけ る社 会心理学

研究 に 「自己」 の概念 を適用す る ことには,い ささかの問題 があ る といわ ざる

を得 ない。

か かる観点 か ら,北 山(1998)は 文化的 自己観 の概 念 を提 唱 してい る。 これ

は,「 あ る文 化に おいて歴 史的に共=有され てい る自己 につい ての前提」 であ り,

諸心理 プ ロセ スが,社 会 的制度 や 日常的慣 習,あ るいは意味 構造 な どの文化要

LSと
,歴 史的環 境の中 で互い に生成 しあ う際,1つ の中核 とな る人間 観あ るい

は 「自 己」 に つ い て の 前 提 で あ る(北 山,1998)。Markus&Kitayama

(1991)は,そ の よ うな文 化的 自己観 として,「 相 互独 立的 自己観」 と 「相 互

協調的 白己観」 を挙げ てい る。前老 は,自 己を他者 か ら分離 した独 自な実体 と

して捉 え るもの であ り,西 欧 と りわけ北 ア メ リカ中産 階級 に典型的 であ る。他

方,後 者 は,他 者 と互 いに結 びつ いた人間 関係の一 部 として 自己 を捉 え る考 え

で,ll本 を含む ア ジアの文化 において一般 的で ある とい う。 この2つ の 自己観

図3元 の原稿
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⑳ 第5章 文化的 自己観と企業改革
従業員 意識

◎
⑳
(1)相 互独立的 自己観と相互協調的 自己観
本稿の目的は,中 国 ・ベトナムにお ける企業改革とそれに伴なう諸問題に関
する従業員の意識に及ぼす個人の自己認識,就 中,文 化的 自己観(cultural
Viewofself)の 影響 について考察す ることにある。自己認識,す なわち 自分

自身を対象祝 した認識内容と人間の社会的行動との関連を検討することは,挽

近の社会心理学 における主要問題領域の1つ となっている。ところが,自 己
(self}の概念がJames(1892)に よって定式化されて以来,こ の概 念の背景
にある「人間とは何か」「個人とは如何なる存在か」などについての考え方ほ,

Jamesも その一員である西欧 文化における社会的現実を暗黙の前提としてき
た。したがって,そ の点を吟味することなく,非 西欧文化 における社会心理 学

研 究に「自己」の概念を適用することには,い ささかの問題 があるといわざる
を得ない。
かかる観点から,北 山(1998)は 文化 的 自己観 の概念を提 唱している。これ

は,「ある文化 にお いて歴 史的に共有されている自己についての前提」であり,
諸心理プロセスが,社 会的制度や 日常的慣 習,あ るいは意味構造などの文化 要 ・
索と,歴 史的環境の中で互いに生成 しあう際,1つ の中核となる人間観あるい

鵬 驚 謡 膿篇麗 献 碧9論趨豊瀦騰狸1相互
協調的自己観」を挙げている。前者は,自 己を他者から分離 した独 自な実体と
して捉えるものであり,西欧とりわけ北アメリカ中産階級に典型的である。他
方,後 者 は,他 者と互いに結 びついた人間関係の一部として自己を捉える考え
で,日 本を含むアジアの文化 において一般的であるという。この2つ の自己観

図4変 換結果

3.今 後 の課 題

現 在 、一 番 問題 に な って い るの は、PC本 体 とその ソ フ トウ ェアの更 新 で あ る。 学 生 が

個 人 で所 有 して い るPCは 、 ほ とん どがWindowsXPで 、 そ の も とで の ア プ リケー シ ョ

ン ・ソフ トウ ェアを使 って い るの に対 して、 障害 者 支援 用PCは 、Windows9811nd.Ed.

で、 それ を利 用 す る時 に互換性 の問 題 が起 こ る。 また、PC本 体 も同 期 ずれ な どの ハ ー ド

ウェアの不都 合 も時 々起 こ して い るので 、 早急 に更 新 す る こ とが 望 まれ る。最 近、 支援 用

の各種 の技術 も開 発 され、 そ の ソ フ トウェア も強 化 されて い るの で、検討 して必要 な もの

は、導 入す る必要 が あ る。

次 に、点字 を墨字 に変換 す る技 術 で あ るが、 ここ3～4年 の間 に、急速 に進歩 して きた.

以 前 は、研 究 の対 象で あ ったが 、最 近 は、 市販 も始 ま り、実 用 の段 階 に入 って来 たiO試

験 的 に導入 して、 評価 す る必 要 が あ る。点 字 を墨字 に変換 す ると き、 その変換 率 は、 どの

程 度 か?使 用 しや す いか?な どが、 評価 の 基準 とな る。 ま た、 本学 の学 生、教 員 に合

わせ て、一 部 を カ ス タマ イズす る必 要 が起 こる。 さ らな る実用 化 の点検 が重要 であ る。

最後 に、 支援 システ ム全体 の検 討が 大 切で あ る。 応 用範 囲 の拡 大 を 目指 して、 各個 別 に
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対応 に して い るが 、0部 の人 に は、使 いづ らい ら し く、使 い方 が良 くわか らな い との意 見

を頂 いて いる。 メニ ュ ー方式 の導 入、 初心 者 に もわ か りやす い初期 画而 化 な ど、 利 用 しや

す い環 境 を整備 す る こと も重 要 で あ る。 また、 トラ ブル時 の対 応 な ど、 応 用操作 が必 要 な

場 合 の(電 子 フ ァイル化 され た)対 応 マニ ュ アルの整 備 な ど考 慮す る ことが大切 で あ る。

これ らを実 行 して行 くた めに は、 専任 の 人 の配 置 が必 須条 件 とな る。 そ う しない と教 員 が

教 育 に集 中で きな く、 障害者 支援 には な らない。

注)平 成16年 度 予 算 で障 害者 支 援 用パ ソコ ン(PC)の 更 新 が認 め られ、 平 成16年9月 に

PCが 新機 種(IBM社 製)に 更新 され、 ソ フ トウェア もWindowsXPと な った。
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